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三井物産「サス学」アカデミー

探究のタネを育てる編

初　級
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ST E P 1 スタート！ ～探究のタネをあつめよう～

1 まずは「探究のタネ」を決めよう！下の2つからしぼるといいぞ！

2 教科書や今までの常識にとらわれず自由な発想で、「探究のタネ」をたくさん書きだしてみよう！

探究のタネを育てる編

興味のあること、好きなこと、妄想（もうそう）！決め方 1 「なぜ」「どうして」と疑問に思うこと（問いたて）決め方 2

探究のタネ
M E MO

ふせんなどを使うといいぞ！P O I N T

（例）興味のあること、好きなこと、妄想（もうそう）！
●たべものに興味がある！
●地球温暖化に興味がある！
●タイムマシンつくれないかな～？
●地球温暖化をまじめにつきつめたい！　など

（例）「なぜ」「どうして」と疑問に思うこと（問いたて）
●なんで一日三食たべるのだろう？
●なんで「梅雨」が来るんだろう？
●なんで毎日忙しいんだろう？
●なんでコロナウィルスができたんだろう？　など
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ST E P 2「サス学」羅針盤 ～かけ算でみえる新しい視点～

3 次に「探究のタネ」を、羅針盤の真ん中に書きこんで、12項目の中の様々なものごとと結び付けてみよう。
かけあわせて面白そうなことや、つなげて考えるとおもしろくなりそうなものをほりさげてみよう！

探究のタネを育てる編

ら しん ばん

戦争／紛争／テロ●
未知のウィルス／パンデミック●

サイバー攻撃●

●文学／音楽／芸術
●スポーツ／遊び
●歴史／教育／言語
●信仰／宗教／民族
●世界遺産／日本遺産

ICT／IoT●
ロボット／ドローン●

AI●
バイオテクノロジー●

デジタル・トランスフォーメーション（DX）●
次世代量子コンピュータ●

●介護／福祉
●衛生／飲み水
●感染症
●予防医学
●再生医療
●心の健康

飢餓●
移民●

途上国と先進国の貧困●
ジェンダー●

ダイバーシティ（多様性）●
インクルージョン（包括）●

●SDGs
●国連／パートナーシップ
●政治／経済
●ガバナンス（不正防止）
●コンプライアンス（法を守る）
●サプライチェーン／バリューチェーン

再生可能エネルギー●
宇宙／森林／海洋●

省エネ●
廃棄物／ゴミ●

3R／サキュラーエコノミー●

●食料問題
●農業／漁業／畜産業
●地産地消
●栄養・健康
●代替食品

森林／海洋開拓●
自動運転●

物流／移動●
MaaS●

●生物多様性
●生態系
●外来種
●進化／絶滅

災害／防災●
インフラ●

少子高齢化●
都市集中／地方創生●

空き家問題／リノベーション●
スマートシティー●

宇宙開拓●

●温暖化／気候変動
●自然災害の大型化
●森林破壊／砂漠化
●環境汚染
●持続可能な開発（SD）

ウェルネス

食べもの

文化
あらそい
・
リスク

資源
・

エネルギー

まちづくり

モビリティ 生きもの

環境

不平等
・
格差

つながり
・

ルール

テクノロジー

Society5.0 for SD
Gs

●生活基盤
（衣食住、「お金」、家族）

●価値創造、
マインドセット

●趣味／夢／ワクワク

●哲学・倫理／
ライフスタイル

●個別＆全体最適

●仕事／働き方／副業・複業

過去 未来現在

ここに探求のタネを書いてね

一日3食とらない国や民族、信仰などをさぐってみたい！
なんか理由があるはず！一日3食とらなくてもいいなら

貧困もなくせるかも

省エネやゴミも
減っていいかも！

むしろカラダにいいなら
予防医学に使えそう！

一日3食とらないと、
栄養面で問題あるのかな？　

（例）「なんで一日三食たべるのだろう」
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ST E P 3 未来年表 ～近未来をのぞこう～

4 ほりさげておもしろそう！と思ったら、今度はそのテーマにそった「未来年表」をつくって、さらに探っていこう。
ただし、あくまでも未来の予測だからうまく活用してね。　

（例）博報堂「未来総研」の未来年表で、リサーチしたらこんなのがあった！

探究のタネを育てる編

インターネットや本で調べて自分でオリジナルの未来年表をつくろう（細かく作る必要はないよ。知りたい項目だけでOK）P O I N T

食べもの価格が2倍を
超える。貧困層にダメー
ジをあたえる。
（人口増加と温暖化によ
る気候変動の影響）

さまざまな環境変化で、
世界の食べものの生産
が、最大25％減少する。

月面基地で1000人分
の宇宙食をまかなう技
術ができる。
（植物工場、培養肉生産
装置がうまくうごく）

ウェルネス食べもの文化
あなたの年齢西暦

あらそい
・
リスク

資源
・

エネルギー
まちづくりモビリティ生きもの環境

不平等
・
格差

つながり
・

ルール
テクノロジー

～

2025

～

2030

～

2035

～

2040

～

2045

～

2050

2050年／環境 2030年／食べもの

さまざまな環境変化で、
世界の食べものの生産が、
最大25％減少する。

食べもの価格が2倍を超える。
貧困層にダメージをあたえる。
（人口増加と温暖化による気候変動の影響）

2040年／資源・エネルギー

月面基地で1000人分の
宇宙食をまかなう技術ができる。
（植物工場、培養肉生産装置がうまくうごく）

たべものの値段が上がるという
予測があるのか！ならば、
一日２食ですごせるといいかも！

やはり食べものが減少する
という情報は多いなあ…

でも、植物工場や、肉を培養して作る技術も進むんだね。
技術のチカラで安く作ることはできないのかな…

※上記は文言を多少平易に変えています。あくまでも（例）ですので、発想をひろげるイメージとしてとらえてください。

こんなふうに、探りたい
ものごとの未来のイメージ
を調べて、ときには先生や
家族、専門家に聞いたり
してみよう。

P O I N T
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ST E P 4 三井物産の動画 ～活動をつくれ！世界視点とSDGs～

5 最後に三井物産の動画をみて、「探究のタネ」に
「世界をみるグローバルな視点」や「SDGsとのつながり」があるかなどを考えよう。

探究のタネを育てる編

P O I N T

● パソコンからは で検索！

動画は三井物産のHPから視聴できます！

三井物産 サス学アカデミー2021

● スマホからは右側のQRコードを読み取ってください

●「探究のタネ」候補は、世界につなげられるかな？

●「探究のタネ」候補とつながるSDGsをまとめよう！

（例）「食」の問題は日本だけでなく、世界や宇宙へとひろがるので、
　　テーマとしては、やりがいがありそう。三井物産でもとりあげてくれそうだ！

食事を用意する家事も減って
分担しやすいかも！
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ST E P 5 ゴール！ ～「探究のタネ」発見～

6 3 4 5

探究のタネを育てる編

の流れをみなおして、「探究のタネ」を1つ決めよう！

探究のタネ：

タネに選んだ理由：

■ 羅針盤 ■ 未来年表 ■ 三井物産動画



5

「サス学」羅針盤とSDGsシート

戦争／紛争／テロ●
未知のウィルス／パンデミック●

サイバー攻撃●

●文学／音楽／芸術
●スポーツ／遊び
●歴史／教育／言語
●信仰／宗教／民族
●世界遺産／日本遺産

ICT／IoT●
ロボット／ドローン●

AI●
バイオテクノロジー●

デジタル・トランスフォーメーション（DX）●
次世代量子コンピュータ●

●介護／福祉
●衛生／飲み水
●感染症
●予防医学
●再生医療
●心の健康

飢餓●
移民●

途上国と先進国の貧困●
ジェンダー●

ダイバーシティ（多様性）●
インクルージョン（包括）●

●SDGs
●国連／パートナーシップ
●政治／経済
●ガバナンス（不正防止）
●コンプライアンス（法を守る）
●サプライチェーン／バリューチェーン

再生可能エネルギー●
宇宙／森林／海洋●

省エネ●
廃棄物／ゴミ●

3R／サキュラーエコノミー●

●食料問題
●農業／漁業／畜産業
●地産地消
●栄養・健康
●代替食品

森林／海洋開拓●
自動運転●

物流／移動●
MaaS●

●生物多様性
●生態系
●外来種
●進化／絶滅

災害／防災●
インフラ●

少子高齢化●
都市集中／地方創生●

空き家問題／リノベーション●
スマートシティー●

宇宙開拓●

●温暖化／気候変動
●自然災害の大型化
●森林破壊／砂漠化
●環境汚染
●持続可能な開発（SD）

ウェルネス

食べもの

文化
あらそい
・
リスク

資源
・

エネルギー

まちづくり

モビリティ 生きもの

環境

不平等
・
格差

つながり
・

ルール

テクノロジー

Society5.0 for SD
Gs

●生活基盤
（衣食住、「お金」、家族）

●価値創造、
マインドセット

●趣味／夢／ワクワク

●哲学・倫理／
ライフスタイル

●個別＆全体最適

●仕事／働き方／副業・複業

過去 未来現在
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未来年表

ウェルネス食べもの文化
あなたの
年齢西暦

あらそい
・
リスク

資源
・

エネルギー
まちづくりモビリティ生きもの環境

不平等
・
格差

つながり
・

ルール
テクノロジー

～

2025

～

2030

～

2035

～

2040

～

2045

～

2050


